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美 し さ 
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 わたしは生来草花が好きで、狭い庭１パイに百日

草やダリアなどありふれた花を咲かせて朝夕楽しん

でいる。花を咲かせて見て、いちばん楽しみなのは、

咲いた花を見るのも勿論だが、それよりむしろ若い

生命力を内包して茎や葉がすくすく伸びるときでは

ないかと思う。昔から花盗人は罪に問われないとか。

程度の差こそあれ、誰しも花はいいもののようで、

美しいものの形容には「花のような」という言葉を

使う。 

 「美しい」と言えば、都市の交通地獄に中を縫っ

て、極めて沈着かつ細心の注意を払いながら、キ然

とした正しい姿勢で、巧みに大型バスを走らせる運

転手の横顔特に真剣そのものの目がとても美しいと

感じたことがある。極めて純粋に安全運転に徹して

いるからだろう。 

 わたしはまた元来スポーツ好きで、昔は何でも来

いに上手なしのたぐいで、大ていのものに手―モノ

によっては足？－を出した。今でも軟式テニスやピ

ンポン位は時々やる。一汗流した後、身体中の血が

ほどよく弛けめぐり、とてもスカッとした気分にな

る。どんなスポーツによらず、均斉のとれたリズミ

カルな身体の動きは全く美しい。連続した動作の中

の１コマを捉えて見ると、１つの目的に向ってすべ

てが集約された美しいポーズと目がそこにある。や

はり、純粋に徹底したものの美しさが見出される。 

 和牛は以前「役肉用牛」と言われた。ところが農

業構造の変革に対応して、今や「肉用牛」に徹すべ

き時期が来たようだ。物事は進化すればするほど、

専門的に分化する原則から、当然のなり行きだ。そ

こで、全国和牛登録協会では和牛の改良目標を「肉

用」というものに、純粋のより単純化された目的に

徹底することによって、和牛の経済性を高めるべく、

今新しい審査標準を研討中ときく。 

 それによれば、本県などにある黒毛和種は、早く

言えば現在の無角和種のようなものを頭に画いてみ

ればハッキリするように、早く大きくなって（早熟）

早く肥えて（早肥）体型上は、体の伸びよりも幅や

深みが十分にあって、後軀殊に腿がよく充実してい

て、太り易く、しかも、角・毛・皮・骨などの謂わ

ゆる資質の良いもの、即ち和牛特有のうまい肉のた

くさん生産されるようなものをねらいとして、審査

標準が改められるようにきいている。その実施時期

も一応来年の４月１日を予定されているようだ。 

 連日暑くて思考力もにぶり勝ち（岡山あたりで汗

を流している人達には叱られるかも知れないが）な

ので、右の改正案についての詳しい解説はまたの機

会にゆずることとして、駄文に終止符を打とう。 
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